
北　　の　　ま　　ち　　で　　心　　に　　ふ　　れ　　る

NO.1498 毎月第２・第４金曜日発行

2001

１月26日号

編集発行●秋田市広報課

南
部
公
民
館
の
世
代
間
交
流
会
で
▼
12
ペ
ー
ジ

６－７

８－９

10－11

12－13

14－15

16－17

18－19

20

２－５ 市・県民税の申告を
美の国秋田冬まつり・童っ子の雪まつり　
美の国秋田冬の宴 スノードリーム号　
スポーツ賞 文化団体連盟章 人口当てクイズ発表
市役所からのお知らせ

井戸端市民通信

育児コーナー　ポリオ予防接種

冬の動物園観察会　美術工芸短大学生募集ほか

情報チャンネル

成人おめでとう　広報クイズ　

ほ
ら
、ど
っ
こ
い
し
ょ
。



２月13日(火)s３月15日(木)
下記の会場でどうぞ

市
民
税

県
民
税

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

市民税・県民税は、前年の所得に対し、今年の１月１日現在にお住
まいの市町村で課税される税金です。正しい税額を計算するためには、
みなさんの前年の所得と所得控除を把握する必要があります。期間中
の申告をお願いします。

午前９時～午後４時30分
〃
〃
〃
〃

午前９時30分～午後３時
〃

午前９時30分～正午
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～正午

〃
午前９時30分～11時30分
午後１時30分～３時30分
午前９時30分～正午
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時～午後４時30分

〃
午前９時30分～午後３時

〃
〃

午前９時30分～11時30分
午後１時30分～３時30分
午前９時30分～午後３時
午前９時～午後４時30分

〃
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～正午
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～正午

〃
午前９時30分～午後３時
午前９時～午後４時30分
午前９時30分～午後３時
午前９時～午後４時30分
午前９時30分～午後３時

〃
〃
〃
〃

午前９時30分～正午
〃

午前９時～午後４時30分

秋田市職員会館
〃
〃
〃
〃

東部公民館
〃

下北手地域センター
旭川地区コミュニティセンター
添川公民館

〃
藤倉公民館
仁別公民館
黒沢公民館
太平地域センター
勝平地区コミュニティセンター
新屋支所

〃
浜田地区コミュニティセンター
豊岩地域センター
下浜地域センター
名ヶ沢公民館
八田公民館
三皇熊野神社(里宮)・牛島東二丁目
秋田市職員会館

〃
仁井田中央会館
大野公民館
御野場地域センター
四ツ小屋集会所
上北手地域センター
寺内地域センター
秋田市職員会館
外旭川地域センター
土崎支所
将軍野地域センター
飯島地域センター
新あきた農協追分支店

〃
〃

下新城地域センター
上新城地域センター
秋田市職員会館

中　通
南　通
保戸野

高陽・旭北
大　町
楢　山
川　尻

旭南・川元
茨　島
山　王
泉
八　橋
千　秋
手　形
手形山

東通(一・六・七丁目)
横森・桜

桜ガ丘・桜台・大平台
広面・柳田・東通(二～五丁目・八丁目)

下北手

旭川・新藤田
添川・濁川

山　内

仁　別

太　平

勝　平
新　屋

浜　田

豊　岩

下　浜

牛　島
大住・卸町
山手台

仁井田

御野場・御所野
四ツ小屋
上北手

寺　内

外旭川
土崎港

将軍野・土崎港東一・二丁目
飯島・港北

金　足

下新城

上新城
全　地　区

２月15日(木)
２月16日(金)
２月19日(月)
２月20日(火)
２月21日(水)
２月22日(木)、23日(金)
２月26日(月)
２月27日(火)
２月28日(水)、３月１日(木)
３月１日(木)
３月２日(金)、５日(月)
３月８日(木)、９日(金)
３月13日(火)
２月13日(火)、14日(水)
２月15日(木)
３月６日(火)
３月７日(水)
３月12日(月)
２月13日(火)、14日(水)
２月14日(水)
３月７日(水)
２月14日(水)
３月２日(金)
３月２日(金)
３月５日(月)
３月５日(月)
２月27日(火)
３月６日(火)
２月15日(木)、16日(金)
３月12日(月)～15日(木)
３月12日(月)
３月２日(金)
３月５日(月)
２月27日(火)
３月１日(木)
３月１日(木)
３月７日(水)、８日(木)
３月８日(木)
３月12日(月)
２月28日(水)、３月１日(木)
３月６日(火)
２月26日(月)
３月８日(木)
３月９日(金)
２月16日(金)
３月12日(月)
２月23日(金)
３月９日(金)～15日(木)
２月21日(水)、22日(木)
２月19日(月)、20日(火)
２月22日(木)、23日(金)
２月28日(水)、３月１日(木)
２月19日(月)～21日(水)
２月26日(月)
３月５日(月)
３月14日(水)、15日(木)

中
央
地
区

東
部
地
区

南
部
地
区

北
部
地
区

西
部
地
区

地　　区 月　　日 会　　場 受付時間

秋田市職員会館

午前９時～午後４時30分旧国道�

山
王
け
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き
通
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消
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山王大通り�
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職
員
会
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平
成
13
年
度
分
の
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
２
月
13
日
(火)

か
ら
３
月
15
日
(木)
ま
で
、
各
地
区
の
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

１
月
29
日
(月)
に「
平
成
13
年
度
分
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
」

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
同
封
す
る
「
申
告
の
手
び
き
」
を
よ
く

読
ん
で
、
正
し
く
記
入
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
か
た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い
か
た
は
、
お

手
数
で
も
市
民
税
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
個
人
市
民
税
担
当

q(

８
６
６)

２
０
５
５

私は申告が
必要ですか？

(１)
平
成
13
年
１
月
１
日
現
在
、
秋

田
市
に
住
ん
で
い
て
、
次
の
①

〜
④
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

る
か
た

①
昨
年
１
年
間
に
何
ら
か
の
所
得

が
あ
っ
た
か
た

※
所
得
に
は
、
自
営
業
や
農
業

な
ど
の
事
業
に
よ
る
も
の
、
地

代
や
家
賃
な
ど
の
不
動
産
に
よ

る
も
の
、
株
式
の
配
当
金
、
生

命
保
険
の
一
時
金
、
原
稿
料
、

給
与
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
か

ら
秋
田
市
へ
「
給
与
支
払
報
告

書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
か

た
。
な
お
、
提
出
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
勤
務
先
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
平
成
12
年

中
に
退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職

を
し
て
い
な
い
か
た

④
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る

か
た
で
、
所
得
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
か
た

(２)
秋
田
市
に
住
ん
で
い
な
い
も
の

の
、
平
成
13
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
家
屋
敷

が
あ
る
か
た

(１)
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
か
ら

秋
田
市
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
た
か
た

(２)
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
か
た
。
確
定
申
告
が
必
要
な

か
た
は
５
ペ
ー
ジ
の「
税
務
署
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
印
鑑
と
申
告
書
（
申
告
書
は
会

場
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

●
給
与
、
公
的
年
金
等
の
所
得
が

あ
っ
た
か
た
は
、
平
成
12
年
分

の
源
泉
徴
収
票

●
事
業
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
か

た
は
、
収
入
と
必
要
経
費
な
ど

が
わ
か
る
帳
簿
類
、
領
収
書
な

ど(

申
告
書
裏
面
の
計
算
欄
で
、

事
前
に
計
算
し
て
く
だ
さ
い)

●
平
成
12
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険

料
・
介
護
保
険
料
・
医
療
費
な

ど
の
領
収
書
、
生
命
保
険
・
損

害
保
険
な
ど
の
控
除
証
明
書

●
配
偶
者
に
所
得
が
あ
っ
た
か
た

は
、
そ
の
所
得
が
わ
か
る
書
類

な
ど

申
告
が
必
要
な
か
た

申
告
が
不
要
な
か
た

申
告
に
必
要
な
も
の

必
要
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
申
告
の
相
談
が
必
要
の

な
い
か
た
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
の

う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
申
告
は
、
申
告
会
場
の
日
程
に
か
か
わ
ら
ず
、
い

つ
で
も
申
告
で
き
、
受
け
付
け
の
待
ち
時
間
も
あ
り
ま
せ

ん
。
便
利
な
郵
送
で
の
申
告
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
所
得
証
明
書
」や
「
非
課
税
証
明

書
」な
ど
の
税
に
関
す
る
証
明
書
は
、

官
庁
や
金
融
機
関
な
ど
で
の
い
ろ

い
ろ
な
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
証
明
書
は
、

次
の
か
た
以
外
は
申
告
が
な
い
と

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
先
か
ら「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た
　

▼
年
金
支
払
者
か
ら「
公
的
年
金
等
支

払
報
告
書
」が
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た

▼
申
告
は
便
利
な
郵
送
で
ど
う
ぞ

税
に
関
す
る
証
明
書
は

申
告
が
な
い
と

交
付
で
き
ま
せ
ん

Ｑ＆Ａ

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
庶
務

担
当
q(

８
６
６)

２
０
５
４

03 広報あきた　1月26日号

Ａ. 公的年金等については、支払者から年金
の支払金額が報告されていますので、市民
税・県民税が課税される場合であっても、申
告の必要はありません。ただし、社会保険料
控除や扶養控除などの所得控除を申告すれば、
節税になる場合があります。
なお、65歳以上で収入が公的年金等だけの

かたは、年収266万6,666円以下の場合は非
課税ですので、もちろん市民税・県民税の申
告は必要ありません。
また、公的年金等から差し引かれていた平

成12年分の所得税額が実際の税額よりも多か
った場合は、税務署で確定申告をすると、そ
の差額が戻ります。

Ａ. 昨年中に退職したかたのうち、勤務先で
年末調整をしなかったかたは、個人で市民
税・県民税の申告をする必要があります。なお、
退職前に給与から差し引かれていた平成12年
分の所得税額が、実際の税額よりも多かった
場合は、税務署で確定申告をすると、その差
額が戻ります。

Ａ. 給与以外に年金、不動産、営業、農業、
配当などの所得があったかたは、原則として
申告が必要です。給与以外の所得が20万円以
下のかたは市民税・県民税の申告を、20万円
を超えるかたは税務署で確定申告をしてくだ
さい。

給与のほかに、原稿料や株式の配
当金などの収入があるのですが…

私の収入は公的年金だけしかない
のですが、申告は必要ですか？

昨年会社を退職して、今は収入が
ないのですが…

Ｑ

Ｑ

Ｑ



■配偶者控除・配偶者特別控除
申告者本人が扶養している配偶者の所得(上図の☆印部分)が38万円以下〔パート収入のみのかたを例にとると、

年収で103万円以下のかたが該当します〕の場合は、33万円の配偶者控除が受けられます。さらに申告者本人の所

得が1,000万円以下の場合、配偶者の所得に応じて下記のような配偶者特別控除も受けられます。

配偶者の所得と申告者本人の控除額の関係 （単位：円）

（注）老人配偶者(昭和６年１月１日以前に生まれたかた)の配偶者控除は38万円になります。

配偶者の所得

申
告
者
本
人
の
控
除
額

配偶者控除

配偶者
特別控除

合　計

10
万
未
満

38
万

15
万
未
満

10
万
以
上

20
万
未
満

15
万
以
上

25
万
未
満

20
万
以
上

30
万
未
満

25
万
以
上

35
万
未
満

30
万
以
上

38
万
未
満

35
万
以
上

50
万
未
満

45
万
以
上

55
万
未
満

50
万
以
上

60
万
未
満

55
万
以
上

65
万
未
満

60
万
以
上

70
万
未
満

65
万
以
上

75
万
未
満

70
万
以
上

76
万
未
満

75
万
以
上

76
万
以
上

45
万
未
満

38
万
超

33
万

33
万

33
万

66
万

33
万

28
万

61
万

33
万
33
万

23
万
18
万

56
万
51
万

33
万

13
万

46
万

33
万

8
万

41
万

33
万

3
万

36
万

33
万

0

33
万

0

33
万

0

31
万

31
万

0

26
万

26
万

0

21
万

21
万

0

16
万

16
万

0

11
万

11
万

0

6
万

6
万

0

3
万

3
万

0

0

0

×税率

収
入

所
得

課
税
所
得

所得控除

必要経費
など ●税額の計算方法

＝税額

課税所得
200万円以下……………… ５％［市民税３％＋県民税２％］
200万円超700万円以下…10％［市民税８％＋県民税２％］
700万円超…………………13％［市民税10％＋県民税３％］

市民税・県民税の税率(所得割)
▼

●
節
税
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

扶養控除などをお忘れなく
上の図でもわかるように、市民税・県民税(所得割)は、収入から必要経費や所得控除を

差し引いた所得(課税所得)に税率をかけて算出されます。受けられる控除を申告すれば、

その分、税の負担が少なくなります。ここでは所得控除の中でも控除額の大きい扶養と障

害者に関する控除について説明します。

■扶養控除
所得(上図の☆印部分)が38万円以下の生計を共にしている親族を扶養している場合に受けられ

る控除は下記のとおりです。

区　　　分　　　　　　　　　　　　要　　　　　　件 控除額　

特定扶養親族 昭和53年１月２日～昭和60年１月１日に生まれたかた 45万円

老人扶養親族 昭和６年１月１日以前に生まれたかた 38万円

同居老親等 老人扶養親族のうち、申告者本人または配偶者の両親・祖父母などで、同居しているかた 45万円　

一般の扶養親族 上記以外の親族 33万円

■障害者控除
申告者本人や、所得が38万円以下の扶養親族などが障害者の場合に受けられる控除は下記のとおりです。

※注

★

区　　　分　　　　　　　　　要　　　件　　　　　　　　　 控除額　

特別障害者 身障手帳１～２級、療育手帳Ａ級などのかた 30万円

普通障害者 身障手帳３～６級、療育手帳Ｂ級などのかた 26万円

（注）申告者が扶養している特別障害者が、
申告者または申告者と生計を共にして
いる親族と同居している場合、控除額
に23万円を加算できます。

（注）親族を他のかたと重複して扶養控除の対象とすることはできません。

国民年金保険料は全額社会保険料控除になります
平成12年１月から12月までに納めた国民年金保険料は、社会

保険料控除の対象となります。忘れずに申告してください。

※注
給与所得者のかたは給与
所得控除、公的年金等を
受けているかたは公的年
金等控除を含みます。
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■申告所得税
２月16日(金)～３月15日(木)
■個人事業者の消費税の申告期限
４月 ２日(月)まで

平成12年分の

所得税と消費税の確定申告を！

還付申告センターを開設Z
と　き／３月15日(木)まで(土・日・祝日を除く)

午前10時～正午、午後１時～３時30分
ところ／秋田駅前イトーヨーカドー７階 特設会場

(昨年と会場が違いますのでご注意を)

※なお、下記の期間は相談特別コーナーを設けます
ので、お気軽にご利用ください。
●年金所得者　　　　　　１/29(月)s２/２(金)
●住宅借入金等特別控除　２/５ (月)s２/９(金)

●税務署からのお知らせ

医療費控除の計算は
どうするの？
市民税・県民税や所得税の節税のポイントとなる

医療費控除の計算方法についてお知らせします。

●対象となる医療費は？
医師による診療代・薬代、入院時の部屋代・食事

代、はり師などの施術代など、申告の前年１年間に

支払った費用が医療費控除の対象となります。

この所得控除を受けるには、領収書の確認が必要

となりますので、領収書を保管しておいてください。

医療費控除の額(Ｙ)は、次のように計算します。

Ｙ＝〔 〕
前年中に
支払った
医療費 〔 〕保険金等で

補てんされ
る金額 〔 〕所得金額が①200万円以上

は10万円、②200万円未
満はその金額の５％の額

─ ─

（注）医療費控除の限度額は200万円です。

◎平成12年分の申告受付が始まります

「前年の申告書控」や「確定申告書の手引き」な
どを参考に、ご自分で記載し、できるだけ郵送によ
る提出をお願いします。
毎年、申告期限間近になると、税務署はたいへん

混み合い、長時間お待たせすることになりかねませ
んので、確定申告はお早めにお願いします。
なお、申告書の提出期限を過ぎると、加算税や延

滞税などの附滞税がかかる場合がありますので、申
告は必ず期限内にするようにお願いします。

◎自書申告による早期提出を

納税は、便利で安心な口座振替をご利用くださ
い。手続きは簡単です。申告の際にお尋ねください。

◎振替納税のご利用を！

秋田南税務署1(８３３)５２６４
秋田北税務署1(８４５)１７５３

問い合わせ

確定申告についての
説明会を開催します
税務署では、「納税者が自分で正しい申

告と納税を行う」という申告納税制度の
趣旨から、確定申告書などの「自書申告(申
告書を自分で書く)」をお願いしています。
申告書の作成にご不明な点があるかた

や、不安なかたのために下記の日程で説
明会を開催しますので、お気軽にご参加
ください。なお、当日は確定申告書と関
係書類をお持ちください。

◎個人で事業をしているかた(農業所得
も含む)や、不動産所得のあるかた

と　き／２月１日(木)
午前の部…午前10時～正午
午後の部…午後１時30分～３時

ところ／ポートタワーセリオン２階
●問い合わせ　秋田北税務署

1(845)1753

◎農業所得のあるかた
と　き／２月５日(月)午後１時30分～
ところ／ＪＡ新あきた生産生活センター
●問い合わせ　秋田南税務署

1(833)5348

※このほか、税に関する相談は下記へ
お問い合わせください。
税務相談室秋田南分室1(833)3044
タックスアンサー(税金電話相談)

1(832)7733

●節税まめ知識
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文
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県
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図
書
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●
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会
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至秋田駅�

会　場�
八橋運動公園�

ナミー＆ハギーもやってくる�
フライングディスクを体験しよう!!

●�
仮設トイレ�

２月４日　

２月３日 ４日　(土) (日)
午前10時～午後４時(４日は午後３時30分)

八橋運動公園

(日)
午前10時～午後３時30分

●餅つき大会(野外音楽堂)
３日13：30～・４日11：30～

●節分豆まき大会(野外音楽堂)
３日15：00～　みんなで豆まき！

●宝探しゲーム(野外音楽堂)
４日14：00～
素敵な宝物をゲットしよう

●○×クイズ大会(野外音楽堂)
４日14：45～　 優勝者には
東京ディズニーランド旅行ご招待

■特別イベント

○きりたんぽ鍋　○だまこなべ
○カニ鍋　○寒だら汁　
○かも鍋　
○ちゃんこ鍋　
○いものこ汁　
○いのしし鍋

○初しぼり　○県内約40銘柄
○旬の日本酒

会 場

※
会
場
付
近
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●問い合わせ 商業観光課内の市冬期観光客
誘致促進協議会1 (866) 2112

●問い合わせ 生涯学習室内の童っ子の雪まつり
実行委員会1 (866) 2245

●馬そりの実演
●スノーモービル
●熱気球
●ネイチャーゲーム
●大館市白ひげ行列
●凧あげ
●しし舞・餅つきの実演
●ぼんでんの実演
●氷の彫刻
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遊んで食べて大満足

お鍋でほっかほか

イベントの内容は、天候により変更に
なる場合があります。



期間●２月１日(木)～28日(水)
秋田市内の協賛店でおすすめメニューやサービスが

受けられる、｢共通飲食券｣(１枚1,000円)を発行しま
す。ちょっとお得な気分で、雪国ならではの味覚を堪
能してみませんか。
共通飲食券をお買い上げいただいたかたには、協賛

店やサービス内容の詳しいガイドブックをさしあげて
います。ご利用ください。

●共通飲食券販売場所

※
共
通
飲
食
券
を
利
用
で
き
る
協
賛
店
は

赤
い
の
ぼ
り
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
で
す

●市内観光バス

●コース

酒蔵を見学したり、ねぶり流し館で
竿燈に挑戦したり、秋田の見所満載の
コースです。ガイドは市観光案内人が
秋田弁をまじえてユーモラスにご案内
します。観光客に限らず、だれでも利
用できます。予約制ですので、事前に
お申し込みください。

酒蔵見学
しぼり立ての地酒をご賞味
ください。

はまなすロード
車窓から眺める冬の
日本海はいかが。

ねぶり流し館
秋田の夏祭り・竿燈の
実演もあります。

大森山動物園
動物を見た後は、きりたんぽ鍋であったか。
わらぐつでの雪国体験も。

●申し込み　秋田中央交通(株)観光センター1(823)4411
●問い合わせ 商業観光課内の市冬期観光客誘致促進協議会1(866)2112

２月１日(木)～28日(水)まで毎日運行
午後１時秋田駅東口発～５時秋田駅西口着
●料金　大人1,000円　小学生500円 小学生未満無料

車内のガイドもためになるぞ！

●市冬期観光客誘致促進協議会事務局　1(866)2112
●秋田観光コンベンション協会　1(824)8686
●ジェイティービー秋田支店　1(863)6616
●近畿日本ツーリスト秋田支店　1(832)5441
●日本旅行秋田支店　1(866)0111
●東急観光秋田支店　1(866)0109
●割烹　松下　1(832)8551
●料亭　東光くらぶ　1(833)0512
●あきたくらぶ　1(833)2101
●割烹　いくよ　1(824)3141
●料亭　志田屋　1(823)0432
●割烹　かめ清　遊食　さい賀　1(862)2729
●料亭　濱乃家　1(862)6611
●料亭　川寿　1(865)1010 海石榴　1(865)2850
●料亭　銀なべ　1(865)1181
●秋田うまい処　相撲茶屋東や　1(862)4305
●郷土料理　味治　1(864)5972
●第一会館川反店　1(823)4141
●元祖秋田乃瀧　　1(824)1010
●焼鳥　安さん　1(865)3037
●キッチン一番　1(862)1338
●フランス料理　サンビーム　1(823)3888
●レストラン＆バー　ラジオ　1(896)7210
●中華居酒屋　銅鑼権　1(865)3740
●お好み焼き・鉄板料理　道頓堀　1(863)0920
●韓国焼肉　上野苑　1(824)5239
●NS ＪＯＹ　1(823)6380
●秋田のやど　榮太楼　1(833)4151
●アキタニューグランドホテル　1(834)5211
●三井アーバンホテル秋田　1(824)4131
●アルバートホテル秋田　1(888)3333
●ホテルアルファイン秋田　1(866)3355
●アキタパークホテル　1(862)1515
●ホテル大和　1(845)0151
●秋田温泉さとみ　1(833)7171

●　　　　秋田の冬を見て！飲んで！食べて！
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長
年
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
指
導
に

努
め
、
尽
力
さ
れ
た
か
た
が
た
で
す
。

▼
競
技
団
体
推
薦
▲

青
木
光
生(

水
泳)

、
榎
齊(

ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ)

、
藤
原
正
三(

柔
道)

▼
地
区
体
育
協
会
推
薦
▲

高
橋
啓
子(

築
山)

、
太
田
博(

広
面)

、
鈴
木

典
子(

飯
島)

、
小
出
暢
好(

仁
井
田)

、
加
藤
陸

廣(

浜
田)

、
小
笠
原
憲
一(

大
住)

、
佐
々
木
春

男(

御
所
野)

、
金
子
峰
子(

港
北)

国
体
や
全
国
高
校
総
体
な
ど
の
全
国
大
会

で
、
３
位
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

■
柔
道
＝
五
十
嵐
充
、
渡
辺
英
志
監
督(

以
上

飯
島
中)

■
レ
ス
リ
ン
グ
＝
齊
藤
将
士
、
齊

藤
勝
彦
監
督
、
岩
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谷
智
義
、
佐
藤
俊
大
コ

ー
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以
上
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田
経
法
大
附
属
高
校)

、
加
藤
陽

輔
、
茂
木
優
監
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、
佐
藤
誠
夫
、
伊
藤
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以

上
秋
田
商
業
高
校)

、
鈴
木
信
行
監
督
、
横
山

秀
和(
以
上
秋
田
市
役
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、
秋
田
経
法
大
附
属

高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
　
■
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
＝
高
橋
道
、
斉
藤
博
史
監
督(

以
上
金

足
農
業
高
校)
■
水
泳
＝
佐
々
木
雄
太
、
小

林
貢
監
督(

秋
田
高
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■
カ
ヌ
ー
＝
村
山
夏
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秋
田
経
済
法
科
大
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■
パ
ワ
ー
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
＝
高
橋
光
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東
北
架
設
工
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■
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
＝
成
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隆
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秋
田
市
役
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、
聖

霊
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
　
■
卓
球
＝
秋
田

西
中
卓
球
部
　
■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
秋
田
東

高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
■
武
術
太
極

拳
＝
秋
田
県
武
術
太
極
拳
連
盟
代
表
チ
ー
ム

栄
光
賞
以
外
の
全
国
大
会
で
３
位
以
上
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

■
レ
ス
リ
ン
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＝
児
玉
将
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秋
田
経
法
大
附

属
高
校)

、
吉
田
清
太
郎
、
織
山
昭
仁
、
菅
原

弘
監
督(

以
上
秋
田
市
役
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、
小
林
健
二
、

佐
々
木
康
朗
監
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以
上
太
平
洋
石
油
販
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、

伊
藤
勝
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丸
藤
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ー
ト
パ
イ
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、
秋
田
市
役

所
レ
ス
リ
ン
グ
部
　
■
卓
球
＝
佐
藤
祐
子(

秋

田
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部)

、
谷
藤
美
和

子(

秋
田
大
学)

■
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
＝
佐
藤
正
樹
、
武
塙
宗
吉
監
督(

以
上
秋
田

経
済
法
科
大
学)

■
柔
道
＝
秋
田
大
学
柔
道

部
身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た
の
全
国
大
会
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
国
大
会
で
３
位
以

上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
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■
陸
上
競
技
＝
佐
々
木
奈
緒
子
、
佐
々
木
悠
、

佐
藤
菜
摘
、
菊
池
孝
、
照
井
純
子
監
督(

以
上

県
立
聾
学
校)

、
山
崎
信
、
豊
島
卯
一
、
小
森

浩
、
阿
部
隆
徳(

以
上
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
秋
田
市
チ
ー
ム)

、
奈
良
タ
カ
子
、
高
橋

實
、
石
川
猛
、
後
藤
貞
蔵
、
伊
藤
裕
子
、
工

藤
甲
治
、
蒲
正
平
、
渡
部
美
代
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以
上
秋
田

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟)

■
卓
球
＝
佐

藤
菜
摘
、
工
藤
正
明
、
一
関
留
美
子
監
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以

上
県
立
聾
学
校)

、
小
森
浩(

身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
秋
田
市
チ
ー
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、
嶋
田
満
佐
雄(

西

卓
会)

、
熊
地
ケ
ン
、
白
瀬
廣
子(

以
上
秋
田
卓

球
会
館)

、
佐
々
木
敬
雄(

卓
泉
会)

、
中
嶋
広

憲(

た
く
す
い
ク
ラ
ブ)

、
県
立
聾
学
校
卓
球
チ

ー
ム
　
■
水
泳
＝
豊
島
卯
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身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
秋
田
市
チ
ー
ム)

全
国
大
会
で
３
位
以
上
、
東
北
大
会
で
１

位
の
成
績
を
収
め
た
小
中
学
生
、
監
督
ま
た

は
指
導
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。

■
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
＝
佐
賀
美
咲(

旭
南
小)

、
鈴

木
健
一
監
督(

秋
田
市
役
所)

■
水
泳
＝
保
坂

恵
美(
土
崎
小)

、
佐
々
木
友
美
監
督(

セ
ン
ト

ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
土
崎)

、
八
重
樫
夏
希

(

築
山
小)

、
久
保
木
怜(

旭
南
小)

、
芋
田
潤
一

監
督(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、
高
橋

水
希(

山
王
中)

、
豊
嶋
芳
光
監
督(

秋
田
ア
ス

レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、
佐
々
木
祐
子(

秋
田
南

中)

、
樫
尾
生
監
督(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク

ラ
ブ)

、
上
島
左
輔(

秋
田
東
中)

、
佐
山
貴
幸

監
督(

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
秋
田)

、

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
土
崎
水
泳
チ
ー
ム
、

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
秋
田
水
泳
チ

ー
ム

■
体
操
・
新
体
操
＝
大
友
康
平(

東
小)

、

高
橋
徹
指
導
者(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ

ブ)

、
小
澤
え
り
か(

仁
井
田
小)

、
大
友
さ
つ

き(

東
小)

、
樋
口
美
子
指
導
者(

秋
田
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、
後
藤
紀(

桜
小)

、
小
縄

久
美
子
監
督(

秋
田
新
体
操
ク
ラ
ブ)

、
千
葉
厚

太(

勝
平
中)

、
畠
山
繁
博
監
督(

秋
田
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、
佐
藤
久
美
子(

聖
霊
中)

、

嵯
峨
隆
監
督(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、

聖
霊
中
体
操
部
　
■
レ
ス
リ
ン
グ=

工
藤
祐
貴

(

飯
島
小)

、
秋
本
進
監
督(

日
新
電
機
商
会)

、

渡
辺
み
さ
き
、
渡
辺
美
咲(

以
上
東
小)

、
真
坂

中(

広
面
小)

、
敦
賀
迪
代(

東
小)

、
細
谷
一
彦

監
督(

ア
コ
ー
建
設)

、
殿
村
和
城(

秋
田
大
学

附
属
小)

、
荒
川
慶
祐(

広
面
小)

、
佐
藤
築(

飯

島
小)

、
利
部
裕(

太
平
小)

、
柴
田
祐
尋
、
小

松
美
由
妃(

以
上
秋
田
大
学
附
属
小)

、
宮
原
尚

子(

旭
南
小)

、
相
原
力
也
、
大
山
礼
佳(

以
上

勝
平
小)

、
佐
藤
勉
監
督(

山
二
建
設
資
材)

、

宮
原
崇(

秋
田
南
中)

、
菊
地
憲(

泉
中)

、
佐
藤

悠(

飯
島
中)

、
菊
地
徹
監
督(

新
秋
田
い
す
ず

自
動
車)

■
空
手
道=

石
塚
錬
、
石
塚
明
日

美(

以
上
東
小)

、
石
塚
司
監
督(

忍
会
本
部
道

場)

■
陸
上
競
技=

金
木
拓
也
、
佐
藤
文
彦

監
督(

以
上
秋
田
東
中)

■
テ
ニ
ス
＝
嵯
峨
日

登
美
、
萩
庭
美
里(

以
上
城
東
中)

、
小
野
王
監

督(

フ
ァ
ン
キ
ー
テ
ニ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー)

、
伊
藤

佳
祐(

御
野
場
中)

、
白
瀬
勉(

秋
田
ア
ス
レ
テ

ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

■
柔
道
＝
村
井
道
場
柔
道

チ
ー
ム
、
飯
島
中
男
子
柔
道
部
　
■
剣
道
＝

神
武
館
三
吉
道
場
剣
道
チ
ー
ム
、
仁
誠
館
道

場
剣
道
チ
ー
ム
、
雄
信
館
内
山
道
場
剣
道
チ

ー
ム
、
凌
雲
館
渡
辺
道
場
剣
道
チ
ー
ム
　
■

卓
球
＝
御
野
場
中
学
校
男
子
卓
球
部

昭
和
五
十
三
年
に
市
政
の
最
重
点
施
策

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
健
康
と
体
力
づ

く
り
運
動
」
で
推
進
本
部
の
一
員
と
し
て

活
躍
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
運
動
施
設

の
整
備
充
実
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
秋
田
市
役
所
サ
ッ
カ
ー
部
を
全
国
大

会
へ
導
く
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
レ
ベ

ル
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
進

(

寺
内
字
児
桜
　
70
歳)

さ
ん

長
年
、
選
手
の
育
成
や
大
会
の
運
営
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
か

た
が
た
で
す
。

▼
競
技
団
体
推
薦
▲

細
田
修
一(

柔
道)

、
古
木
秋
雄(

ア
マ
チ
ュ

ア
ボ
ク
シ
ン
グ)

▼
地
区
体
育
協
会
推
薦
▲

石
川
惣
一(

外
旭
川)

、
藤
嶋
昇(

金
足
東)

、

田
中
富
男(

下
北
手)

■
■
普
及
活
動
賞
■
■

■
■
普
及
振
興
賞
■
■

■
■
優
秀
賞
■
■

■
■
優
良
賞
■
■

■
■
奨
励
賞
■
■

■
■
栄
光
賞
■
■

秋
田
市

ス
ポ
ー
ツ
賞

(

以
下
敬
称
略)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
や
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
か
た
に
秋
田
市

体
育
協
会
か
ら
贈
ら
れ
る
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
。
今
年

度
の
受
賞
者
二
百
三
十
七
人
、
十
八
団
体
の
み
な
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

(財)
秋
田
市
体
育
協
会
1(

８
６
６)

２
２
４
７

■
■
功
労
賞
■
■
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市
文
化
団
体
連
盟
章

昭和24年謡曲喜多流に入門。34年には
謡曲喜秋会を創設し、会長に就任。以来、
会の運営・各流との交流などに努めまし
た。市喜多流謡曲連盟副会長。

謡曲 菅原與
よ

蔵
ぞ う

さん (飯島道東二丁目)

昭和30年裏千家入門。48年から淡交会
秋田支部幹事、正教授などを務めました。
合同茶会・千秋茶会の茶席を担当、茶道の
普及に貢献。淡交会秋田支部参与。

茶道 佐々木宗文
そ う ぶ ん

さん　本名・フミ

市内外の民謡大会に多く出演、昭和30
年には日本民謡協会幹事、その他日赤芸
能奉仕団員としても献身的な活動を続け
てきました。秋田民謡五星会事務局長。

民謡 鈴木陽三
よ う ぞ う

さん　(保戸野千代田町)

昭和51年秋田ヘアグループの創設以来
代表を務める一方、全日本美容講師会着
付師範・秋田支部運営委員として後進の
育成に貢献。秋田ヘアグループ代表。

美容 駒場ハツヱさん　(千秋矢留町)

昭和34年華道龍生派入門。48年に県
華道連盟会員。現在は事務局長、県いけ
ばな作家協会参与、龍生派県常任理事と
して華道の普及発展に貢献しています。

華道 小畑竹城
ちくじょう

さん 本名・博子

７歳で生田流箏曲香華会会長の今香華
氏に箏曲と地唄三絃を師事。香華会副会
長、大師範、県三曲連盟の理事などを務
め、箏曲の発展に貢献しています。

箏曲 菊地香蓮
こ う れ ん

さん　本名・ あや子

秋田市文化団体連盟章は、市の芸術・文化活動の推進に功績の
あったかたに贈られます。今年度の受章者のみなさんです。

(中通五丁目) (保戸野八丁)

(将軍野南四丁目)

昨
年
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

た
国
勢
調
査
の
概
数
集
計
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

秋
田
市
の
人
口
は
、
三
十
一
万
七
千
五

百
六
十
三
人
で
、
平
成
七
年
の
前
回
調
査

か
ら
五
千
六
百
十
五
人
増
加
し
ま
し
た
。

人
口
増
加
率
は
一
・
八
％
で
、
国
勢
調
査

始
ま
っ
て
以
来
の
低
い
伸
び
率
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
世
帯
数
は
十
二
万
二
千
九

百
五
十
七
。
こ
れ
を
一
世
帯
当
た
り
の
人

数
に
換
算
す
る
と
二
・
六
人
で
、
依
然
と

し
て
核
家
族
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

東
北
の
都
市
の
中
で
秋
田
市
の
人
口
は
、

仙
台
市
、
い
わ
き
市
、
郡
山
市
に
次
い
で

四
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
国
勢
調
査
の
速
報
値

平井友二さん(茨島二丁目)

高橋知美さん(土崎港相染町)

小林勝男さん(手形山西町)

川村芳太郎さん(下浜桂根)

相原雅子さん(飯島字西袋)

大石綾子さん(新屋朝日町)

戸沢愛子さん(茨島二丁目)

戸沢ミンさん(茨島二丁目)

平嶋修さん(飯島文京町)

相原孝二さん(飯島字西袋)

佐々木和子さん(新屋勝平台)

317,516

317,130

317,226

317,246

317,251

317,830

317,848

317,856

317,915

317,948

318,000

12年国勢調査の人口当てクイズの正解は、
31万7,563人でした。応募総数は264通。残
念ながら的中者はいませんでしたが、一番近
いかたに贈られるぴたり賞は、47人違いで平
井友二さんになりました。また、ぴたり賞に
近いかた10人のかたにおしいで賞をさしあげ
ます。ぴたり賞は１0,000円、おしいで賞は
5,000円の秋田市共通商品券です。

ぴた
り賞

おし
いで
賞

122,957

112,455

115,270

421,040

90,079

104,509

120,170

123,816

151,872

140,757

138,513

496,045

123,256

140,988

165,964

175,699

311,948

294,167

286,478

971,297

254,488

285,754

326,833

360,598

1.8

1.2

0.8

3.8

0.3

1.9

2.5

△0.1

5,615

3,596

2,366

36,727

845

5,363

8,012

△455

秋田市

青森市

盛岡市

仙台市

山形市

福島市

郡山市

いわき市

317,563

297,763

288,844

1,008,024

255,333

291,117

334,845

360,143

165,691

157,006

150,331

511,979

132,077

150,129

168,881

184,444

世帯数
総数 男

人　口　(人)

平成12年 平成７年 前回との比較

女
人口(人) 増加数(人) 増減率(％)

●
　
　
　
　
　
　
　

●

●

東北６県の県庁所在都市と中核市(●印)の状況

企画調整課調査統計担当1(866)1964
問い合わせ

氏　　　　名予想人口

09 広報あきた　1月26日号



平
成
13
・
14
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設

工
事
や
物
品
の
入
札
に
参
加
す
る
業
者
を
、

２
月
９
日
(金)
ま
で
の
平
日
に
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

申
請
要
領
と
申
請
用
紙
の
請
求
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
受
付
場
所
に
ど
う
ぞ
。
た
だ
し
、
市

外
の
建
設
業
者
用
と
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
用
の
申
請
用
紙
は
、
東
北
建
設
協
会
秋
田

支
所
1(

８
２
３)

３
１
４
８
で
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
付
場
所

▼
市
発
注
の
建
設
工
事
、
工
事
用
資
材
、
測

量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
＝
契
約
課
工

事
契
約
担
当
1(

８
６
６)

２
１
６
５

▼
市
発
注
の
物
品
、
製
造
請
負
＝
契
約
課
用

度
担
当
1(

８
６
６)

２
０
２
２

▼
水
道
局
発
注
の
建
設
工
事
、工
事
用
資
材
、

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
＝
水
道

局
総
務
課
管
財
係
1(

８
２
３)

８
４
３
４

粗
大
ご
み
の
受
付
と
収
集
は
冬
期
間
も
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
る
、
洗
濯

機
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
は
、
３

月
ご
ろ
に
申
し
込
み
が
集
中
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
家
電
製
品
を
含
め
、
不
用

に
な
っ
た
粗
大
ご
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
粗
大
ご
み
は

種
類
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
料
金
が
違
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
「
た
て
・
よ
こ
・
高
さ
」

を
測
っ
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
粗
大
ご
み
申
込
専
用
電
話
番
号

1(

８
５
７)

５
３
０
０
(代)

(

月
〜
金
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時)

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
つ
い
て
は
、
環
境

企
画
課
1(

８
６
３)

６
６
３
２
へ
ど
う
ぞ

都
市
計
画
公
園
・
狐
森
街
区
公
園(

牛
島

西
四
丁
目
地
内)

と
地
区
計
画(

仁
井
田
本

町
、
桜
台)
の
変
更
に
つ
い
て
、
秋
田
市
都

市
計
画
審
議
会
を
開
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望

す
る
か
た
は
、
都
市
計
画
課
1(

８
６
６)

２

１
５
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
２
月
２
日
(金)
午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
裏
の
市
職
員
研
修
棟

牛
島
西
四
丁
目
に
建
設
し
て
い
る
市
営
住

宅(

１
号
棟)

の
、
４
月
１
日
か
ら
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
２
月
５
日
(月)
か
ら
20
日
(火)

ま
で
の
平
日
、
市
役
所
４
階
の
市
営
住
宅
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
居
申
込
書
・

案
内
書
は
、
市
営
住
宅
課
、
土
崎
支
所
、
新

屋
支
所
、
ア
ト
リ
オ
ン
５
階
の
建
築
住
宅
セ

ン
タ
ー
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
、空
き
家
住
宅
の
入
居
者
を
、

１
月
を
除
く
毎
月
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
営
住
宅
課
1(

８
６
６)

２
１
３
４

市
都
市
計
画
審
議
会
を

開
き
ま
す

３

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口13.１.１現在

●人口／317,868人(＋51)
●男／151,988人(－42)
●女／165,880人(＋93)
12月分・出生 245人

・死亡 212人
・転入 598人
・転出 580人

（ ）内は前月比

●世帯／123,226世帯(＋55)

建
設
工
事
や
物
品
の

入
札
参
加
業
者
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

１
２月12日(月)「振替休日」は、

「もやせるごみ」「資源化物」の
収集を休みます。収集日にあた
っている地区のかたは、次回の
収集日にお願いします。
また、冬期間は「ごみ集積所」
および「し尿くみ取り口」の除
排雪をお願いします。

２月12日振替休日は
ごみ収集を休みます

4,152,000
円未満

4,628,000
円未満

5,104,000
円未満

5,576,000
円未満

6,052,000
円未満

年間収入の
最高限度額

入居者人数 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人 ６ 人

●牛島清水町市営住宅
s入居資格 市内に居住または勤務し、現に同居し
ているか、同居しようとする親族がいるかたで、
持家がなく住宅に困っているかた。年間収入(税込
み)には下記の基準があります

※共働き、自営業、年金受給者、寡婦(夫)などのかたは多少金額が異なります

粗
大
ご
み
の

申
し
込
み
は
早
め
に

２

牛
島
清
水
町
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

４

ワークパル会員募集中 ワークパル(市勤労者福祉サービスセンター)は会社の福利厚生を応援し
ます。会員の皆様には、温泉無料券やスキーリフト割引券などを配布。寒い冬も充実した余暇の
お手伝いをしています。事業所単位でぜひご加入を。ワークパル(工業労政課内)q(866)2114

10

環境業務課1(863)６６３１

s所 在 地　牛島西四丁目29番
s募集戸数 ２ＤＫ・４戸(希望者多数の場合は抽選)
s家　　賃 28,200円～46,800円(入居者の年収に

基づいて決定)



市
内
の
児
童
館
や
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
小

学
生
の
遊
び
の
指
導
や
施
設
管
理
な
ど
を
し

て
い
た
だ
く
児
童
厚
生
員(

市
嘱
託
職
員)

を

８
名
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

今
年
４
月
１
日
現
在
50
歳
以

下
で
、
保
育
士
か
教
員
資
格
を
お
持
ち
の
か

た
、
ま
た
は
高
校
卒
業
後
、
児
童
福
祉
施
設

に
２
年
以
上
勤
務
経
験
の
あ
る
か
た
。

▼
応
募
方
法

400
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
に

「
児
童
の
健
全
育
成
と
地
域
住
民
の
協
力
に

つ
い
て
」
を
題
材
に
し
た
作
文
を
書
い
て
、

履
歴
書
と
資
格
証
明
書
写
し
を
添
え
て
、
２

月
８
日
(木)
ま
で
、
〒
０
１
０
　
０
９
５
１
秋

田
市
山
王
二
丁
目
１
　
53

市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
室
へ
。
1(

８
６
６)

２
２
４
５

※
面
接
試
験
は
２
月
18
日
(日)
に
行
い
ま
す
。

「
秋
田
市
地
域
防
災
計
画
」
と
「
防
災
カ

ル
テ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
計
画
は
、
市
の
具
体
的
な
防
災
計

画
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
防
災
カ

ル
テ
に
は
、
身
近
な
地
域
の
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
な
ど
の
防
災
情
報
が
小
学
校
区
ご
と

に
地
図
上
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/

gn
/d
s(

秋
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す)

●
問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課
1(

８
６
６)

２
０
２
１

秋
田
市
地
域
防
災
計
画
と

防
災
カ
ル
テ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ど
う
ぞ

６

12月秋田市議会定例会で否決
渡辺淳さんほか３名から、地方自治法の規定に基

づき直接請求された、秋田中央道路(地下自動車専用
道)建設の賛否を問う市民投票に関する条例案は、12
月22日の秋田市議会定例会において否決されました。
この直接請求は、12月７日に市長が受理し、市長

の意見書を付して、12月13日に秋田市議会定例会に
付議されたものです。
意見書は、「都心部と秋田自動車道との連携強化、

交通渋滞の緩和および中心市街地活性化への支援の
ためにも秋田中央道路は必要である。また、多くの
市民の方の参加を得て、法定の手続により決定され
たものであり、改めて建設の賛否を問う市民投票に
関する条例を制定する必要はないものと考える。な
お、本条例の制定を請求されたという事実は謙虚に
受け止め、今後ともより一層市民の理解が得られる
よう努力する」という内容です。

問い合わせ

市民憲章推進協議会事務局1(866) 2253

苗木をあっせんします
秋田市民憲章推進協議会では、生け垣や庭園用

などに約120種類の苗木をあっせんします。申込

書は、公民館や地域センターのほか、一部のコミ

セン、児童館、児童センターで配布しています。

申し込みは、２月14日(水)から16日(金)まで最寄

りの公民館や地域センターなどでどうぞ。

秋田中央道路建設の賛否を問う市民投票条例案

児
童
厚
生
員
を

募
集
し
ま
す

５

市内河川への油の流出事
故が今年度はすでに７件あ
りました。油の保管や取り
扱いには十分注意してくだ
さい。事故を見つけた時は、
最寄りの消防署、警察署、
環境保全課に連絡してくだ
さい。
環境保全課1(866)2075

油の保管や
取り扱いにご注意を

秋田中央道路は、秋田駅東側の手形字中谷地から、
千秋公園のお堀の下を通り、旭北錦町まで至る全長
約2.4キロの地下自動車専用道路です。
広小路側と中央通り側に分かれる二本のトンネル

が計画されていますが、事業費が膨らむため、広小
路側一車線の対面通行で暫定整備することになりま
した。総事業費は730億円。その内訳を現時点で計
算すると、国が281億円、県が405億円、市が44億
円ですが、県・市の負担分には国から交付税が措置
されるので、実質の負担は、県が138億円、市が31
億円となります。完成は平成19年度をめざしています。
秋田中央道路は昨年６月に建設大臣の事業認可を

受け、事業に着手しました。今年度は、用地買収や
建物移転補償のための現地調査、トンネルの設計、お
堀の環境調査などを行っています。
トンネル建設工事にあたっては、お堀の蓮や魚類

など自然環境を十分に保護し、商業活動への影響も
最小限にとどめながら、コスト縮減と安全な工事を
進めます。

地方自治法第74条第３項および地方自治法施行令第
98条第２項の規定により、審議の結果を公表します。

中央インターチェンジから山王方面へスムーズな交通が望まれます

秋田駅東西の往来を便利に

11 広報あきた　1月26日号



このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

q(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
三
月
に
待
望
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
ま
す
。
我
が
子
と
一
緒
に
二

十
一
世
紀
を
見
ら
れ
る
の
が
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
家
族
で
、
幸

せ
で
楽
し
い
二
十
一
世
紀
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す(

佐
々
木
由

紀
子
　
28
歳
・
新
屋)

●
今
年
の
お
正
月
は
、
い
つ
も
の

よ
う
に
と
て
も
の
ん
び
り
過
ご
せ

ま
し
た
。
先
日
の
ド
カ
雪
は
、
雪

か
き
が
大
変
で
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
雪
遊
び
を
思
う
存
分
楽
し

み
ま
し
た
。
去
年
の
冬
休
み
は
雪

が
な
く
遊
べ
な
か
っ
た
の
で
、
恵

み
？
の
雪
で
し
た(

吉
田
尚
子

33
歳
・
下
新
城)

●
二
十
世
紀
を
生
き
て
、
二
十
一

世
紀
こ
そ
世
界
に
平
和
を
と
祈
ら

ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
明
る
い
新

世
紀
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す

(

進
藤
キ
サ
子
　
63
歳
・
土
崎
港)

●
秋
田
の
冬
は
寒
い
、
だ
が
嫌
い

で
は
な
い
。
秋
田
に
生
ま
れ
て
こ

の
か
た
七
十
回
余
も
冬
と
向
き
合

っ
て
生
き
て
き
た
。
た
だ
、
雪
の

多
い
年
は
嫌
い
だ
。
年
々
歳
々
、

除
雪
作
業
が
体
に
こ
た
え
て
き

た
。
だ
が
町
内
連
帯
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
せ
め
て
我
が
家
の
前
だ

け
で
も
と
か
ん
ば
る
こ
の
頃
で
す

(

山
崎
権
一
　
77
歳
・
東
通)

●
先
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
て
利
用

し
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
か
た
に

預
か
っ
て
い
た
だ
い
て
子
ど
も
た

ち
も
大
喜
び
。「
ま
た
行
き
た
い
」

と
言
う
ほ
ど
で
す
。
子
育
て
は
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
な
る
べ
く

自
分
で
し
よ
う
と
ず
っ
と
思
っ
て

き
ま
し
た
が
、
肩
の
力
を
抜
い
て
、

た
ま
に
は
人
に
助
け
て
も
ら
う
の

も
良
い
事
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た

(

柴
田
美
和
子
　
33
歳
・
手
形)

●
先
日
孫
の
幼
稚
園
の
お
楽
し
み

会(

昔
の
学
芸
会)

に
、
家
族
総
出

で
心
は
ず
ま
せ
て
見
学
に
行
き
、

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
家

で
は
甘
え
て
い
る
の
に
、
劇
も
踊

り
も
歌
も
、
元
気
で
上
手
。
見
て

い
て
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
幼
稚

園
の
先
生
た
ち
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
い
一
日

で
し
た(

林
貞
子
　
70
歳
・
御
野
場)

●
十
二
月
の
強
風
下
、
ま
た
セ
リ

オ
ン
へ
昇
っ
た
。
我
が
家
の
二
階

の
窓
か
ら
タ
ワ
ー
が
見
え
る
の

で
、
東
京
か
ら
来
客
が
あ
る
と
で

か
け
る
こ
と
に
な
る
。
秋
田
県
を

紹
介
す
る
時
は
タ
ワ
ー
内
の
写
真

展
が
便
利
。
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

�

12

新春早々の１月５日、南部公民
館で「世代間交流会」が開かれま
した。大勢の子どもたちとお父さ
ん、お母さん、おじいちゃん、おば
あちゃん。三世代にわたり、約
340人が集まりました。
公民館で学習している高齢者大

学や女性学級のかたがたが先生と
なって、けん玉やこま回し、めん
こなど、昔なつかしい遊びをみん

なで一緒に楽しみました。
子どもたちは、わらぐつの作り

方やあやとりを教えてもらった
り、自分たちでついたもちで、大
福やきなこもちなどを作って食べ
たり、みんな大喜び。
世代を越えて楽しんだこの時

間。実際に目で見て、手で触れた
貴重な体験は、みんなの心に良い
思い出として残ることでしょう。 ワラをこんなにきれいに、すごいな、すごいな！

南部公民館の世代間交流会！

老若男女、みんな一緒に楽しみました



良
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
え
る
お
手

軽
コ
ー
ス
。
強
風
で
揺
れ
る
中
、

海
を
見
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
の

は
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
貴
重
な

体
験(

竹
内
サ
キ
子
　
51
歳
・
飯
島)

●
広
報
の
お
か
げ
で
、
県
外
出
身

の
私
に
も
秋
田
の
こ
と
が
だ
い
ぶ

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど

ん
な
に
景
色
の
移
り
変
わ
り
が
き

れ
い
か
、
温
泉
に
行
き
や
す
い
か

な
ど
多
く
の
人
に
秋
田
の
良
い
と

こ
ろ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す(
馬
場
元
子
　
29
歳
・
旭
南)

●
広
報
の
「
写
真
で
振
り
返
る
二

十
世
紀
」
の
記
事
が
と
て
も
興
味

深
く
、
昔
の
秋
田
が
見
れ
て
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す(
佐
藤
さ
や
か

23
歳
・
泉)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「秋田中央道路」、

問２が「ダンプトラックとローダ」でした。

全問正解155通(応募総数171通)の中から、赤川

麻記さん(寺内字蛭根)、伊藤敏雄さん(泉中央五丁

目)、松井智栄子さん(東通五丁目)、佐々木龍介さん

(将軍野南五丁目)、地主京子(御野場新町四丁目)、

大坊美智子さん(山王一丁目)、高橋直子さん(大住四

丁目)、武石洋子さん(卸町四丁目)、長谷川精一さん

(新屋朝日町)、若山良子さん(土崎港相染町)の10人

のかたに図書券をお送りします。

12月22日号の当選者

◆１月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

●子どもたちは慣れないなが
らも楽しんで遊んでいました
よ●ぼくはけん玉やめんこ、
こま回しもうまくなったんだ
よ●私はおばあちゃんとあや
とりがいいなぁ。私のおばあ
ちゃんはあやとりが大得意な
んだもん！

とても楽しかった！

得之はおじいちゃん

南部公民館の世代
間交流会に参加し
た大井文子さん親
子とおばあちゃん

社会のためになりたい

新成人のつどいに
参加した進藤一弥
さんと永井千里さ
ん

得之の孫にあたる伊
藤春美さんと娘の奈
津子さん、由美子さ
ん(新屋比内町)

私の祖父にあたる勝平得之
の版画は、秋田の風俗が素朴
に表現され、どれも心温まる
ものばかりです。記念館が新
しくなり、今もなおみんなか
ら愛されて…。もっとたくさ
んの人に勝平版画の魅力を感
じて欲しいと思います。

どこか遠くに海外旅行をし
てみたいですね。わたしはか
わいいネコを飼いたいなぁ。
20歳になると国民年金料も払
わなければいけないし、大変
になると思います。でも、こ
れからの社会のために色々な
面で貢献していきたいです。

新成人のつどいに
参加した中川舞さ
んと井川幸子さん

自分の力で生きたい

新成人のつどいに
車イスで参加した
小野真由美さん

今日の成人式への参加は迷
ったけど、出席して大人にな
った実感がわきました。不安
はあるけど、人に頼らず自分
一人で生きていきたい。一人
で旅行もしてみたいし、就職
もしたい。パン屋さんかお菓
子屋さんが希望です。

５日の出初め式で昔ながらのまといの演技。
火消しの心意気が伝わります。火事が多発し
ています。火の取り扱いに今一度ご注意を

出初め式を見学
に。寒さなんて
へっちゃらさ

独り立ちが目標です
親への感謝の気持ちを忘れ

ず、独り立ちすることが成人
式を迎えて考えた目標です。
就職すること、大学に合格す
ること、それぞれ目の前の目
標もあるけれど、今日の気持
ちを忘れないで、頑張りたい
な。家族へ「ありがとう｣…。

13 広報あきた　１月26日号

係から
ひとことい

よ
い
よ
二
十
一
世
紀
が
ス
タ
ー
ト
。

い
つ
も
と
変
わ
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母子健康手帳と、母子健康手帳別冊
に折り込みのポリオ予診票。予診票は当日記入し、
別冊から切り離してお持ちください。予診票をお持
ちでないかたには、当日会場でさしあげます。

ポリオワクチンは、急性灰白髄炎（小児マヒ）を予
防するワクチンです。
生後３か月から７歳６か月までの間に、６週間以上

の間隔をおいて２回飲むと完了します。今回が初めて
のお子さんは今年９月にもう１回飲むことになりま
す。できるだけ１歳６か月までに終えてください。
ワクチン投与の前に医師の診察がありますので、お

子さんは必ず保護者かお子さんの健康状態を知ってい
るかたがお連れください。また、投与を受ける場合は
保護者のサインが必要です。
秋田市から配られた「予防接種と子どもの健康」を

お持ちのかたは、読んでからおいでください。

午後１時30分～２時15分

●他の予防接種との間隔
s前に三種混合・二種混合・Ｂ型肝炎・日本脳炎・イン
フルエンザの予防接種を受けたお子さんは、１週間以
上あけてください　

s前にＢＣＧ・麻しん・風しん・水痘・おたふくかぜの
予防接種を受けたお子さんは４週間以上あけてください

sポリオワクチンの投与後４週間は他の予防接種は受け
られません

受 付 時 間

用意する物

問い合わせ 健康管理課q(883)1179

●接種の際に医師と相談が必要なお子さん
次のいずれかに該当するかたは、予診する医師の参考

として診断書が必要な場合もありますので、あらかじめ
主治医とご相談ください。
s心臓疾患・腎臓疾患・肝臓疾患・発育障害などで治療
や指導を受けている　s以前に何らかの予防接種で２日
以内に発熱・発疹・じんま疹などアレルギ－を思わす異
常があった　s予防接種接種液の成分(抗生物質、安定
剤に使うゼラチン)に対してアレルギ－があるといわれ
たことがある　sけいれんを起こしたことがある　s免
疫状態を検査して異常を指摘されたことがある

●受けられないお子さん
s熱がある　s下痢をしている　s重い急性疾患にかか
っている　s予防接種でアナフィラキシ－を起こしたこ
とがある　sその他医師が不適当と判断した場合
※「アナフィラキシ－」とは、通常接種後30分以内に
起こるひどいアレルギ－反応のことで、発汗、顔が急に
腫れる、全身にひどいじんま疹が出るほか、吐き気、声
が出にくい、息が苦しいなどの症状に続き、ショック状
態になるような激しい全身反応が起こること

※混雑をさけるため各地区の指定日に受けるようご協力ください

市保健
センター

新屋支所

土崎支所

御野場
地域センター

南部
公民館

東部
公民館

外旭川、川尻、川元

将軍野、金足

八橋

東通、高陽、寺内

山王、南通、中通、保戸野

仁井田

浜田、下浜、豊岩

泉、柳田、太平、山内、仁別

外旭川、港北、下新城、上新城
土崎港

楢山、横森、大住

桜、桜ガ丘、桜台、大平台、
山手台、蛇野

２月22日(木)

２月28日(水)

２月28日(水)
２月27日(火)

３月13日(火)

３月 ９ 日(金)

３月 ６ 日(火)

３月２ 日(金)

２月23日(金)

３月 ２日(金)

３月 ６日(火)

３月 ８日(木)

３月 １日(木)

月 日 対　象　地　区 会　場

昭和50～52年生まれのかたは、乳幼児の時
にポリオワクチンの予防接種を受けていたに
もかかわらず、ポリオの免疫を持っている割
合が、他の年齢層に比べて低いことが判明し
ています。
右記の場合には、再度、ポリオワクチンの

予防接種を受けることをおすすめします。

昭和50～52年生まれのかたへ

この予防接種は、任意の予防接種(有料)とな
ります。接種を希望する場合は、秋田組合総
合病院q(880)3000か、市立秋田総合病院
q(823)4171へ直接お申し込みください。

①家庭内のお子さんがポリオ予防接種を受けるとき
②ポリオウイルス常在国に渡航するとき
インド、バングラデシュ、アフリカ諸国など

申し込み

ポリオワクチンの追加接種をおすすめします

問い合わせ 健康管理課q(883)1179

大町、茨島、千秋、旭川、
新藤田、濁川、添川

３月７ 日(水)

３月 ８ 日(木)

飯島

２月27日(火)

３月 ９日(金)

２月23日(金)

３月１ 日(木)

２月22日(木)

新屋南部(日新小学区)

手形、手形山、下北手

仁井田、卸町、上北手

牛島

御野場

２回飲んで完了します

３月 ７日(水) 四ツ小屋、大住、御所野
３月13日(火)

旭北、旭南、
新屋北部(勝平小学区)

広面

ポリオの日程

ポリオ予防の

ワクチンを受けましょう！
ポリオ予防の

ワクチンを受けましょう！
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● 元気が大好き 育児コーナー

妊娠５～９か月の妊婦さんとご主
人が対象です。先輩パパの育児体験
談、赤ちゃんのお風呂の入れ方など
の体験学習、助産婦の講話、保健福
祉サービスの紹介をします。参加無
料。
とき／２月24日(土)午後１時～３
時30分　ところ／市保健センター
定員／30組(多数の場合は抽選)
●申し込み 往復はがきに、氏名
(夫、妻)、住所、電話番号、現在
の妊娠週数を書いて、２月５日
(月)(必着)まで、〒010－0975秋
田市八橋字戌川原２－18 秋田市
保健所保健予防課母子保健担当

q(883)1174

初期が生後４～５か月の赤ちゃ
んをお持ちのかた、中期が生後６
～７か月の赤ちゃんをお持ちのか
たが対象です。
赤ちゃんの月齢にあった離乳食

の進め方を指導します。食品の調
理法、試食、栄養士や保健婦によ
る個別指導など。中期には歯科衛
生士の指導もあります。受講無料。
母子健康手帳、筆記用具、おしぼ
りを持って、赤ちゃんと一緒に直
接会場へどうぞ。
とき／初期が２月５日(月)、中期が
２月13日(火)、午前10時～正午　
ところ／市保健センター
●問い合わせ　保健予防課

q(883)1174

保育所には子育てのヒントがい
っぱい。お母さんと一緒に遊びに
来てね。心配事相談もどうぞ。
申し込みは、１月31日(水)午前

10時から各保育所へどうぞ。
◆土崎保育所 q(845)1571
みんなと遊ぼう。２月８日(木)

午前９時30分～11時
◆川口保育所 q(832)4582
お茶会もします。２月15日(木)

午前９時30分～11時

就園前のお子さんを対象に毎
月、茨島体育館で開いています。
みんなで楽しく遊びましょう。０
～１歳児のキラキラクラスと２歳
児以上のピカピカクラスがありま
す。時間は午前10時～11時。茨
島体育館へ直接お集まりくださ
い。参加無料。
sキラキラクラス(０～１歳)

２月15日(木)
sピカピカクラス(２歳以上)

２月22日(木)
●問い合わせ 子育て総合センタ
ーq(863)9555

パンダ広場の会場を、秋田港の
セリオンプラザに移して行いま
す。北部、中央地区にお住まいの
就園前のお子さんが対象です。お
近くのみなさんはぜひご参加くだ
さい。参加無料。
とき／２月６日(火)午前10時～11
時　ところ／セリオンプラザ　
●問い合わせ 子育て総合センタ
ーq(863)9555

下北手地区にお住まいの３歳未
満のお子さんとご家族が対象で
す。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／２月５日(月)午前10時～11
時30分　ところ／下北手児童セン
ター
●問い合わせ 下北手地区主任児
童委員の玉尾誠子さんq(838)3657

０歳から遊べるおもちゃがいっ
ぱいです。育児相談も受けます。
参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／２月６日(火)午前10時～11
時30分　ところ／イトーヨーカド
ー７階
●問い合わせ グリーンローズ

q(828)7750

旭北、川尻、保戸野、旭南地区
の就学前の親子が対象です。先着
30組。参加無料。
とき／２月13日(火)午前10時～
11時30分　ところ／川尻児童館
●申し込み ２月10日(土)まで、
川尻地区主任児童委員の伊藤妙子
さんq(824)1349

幼児の救急救命講習

パンダ広場で遊ぼう

育

親子で保育所体験を

２人でTｒｙ！
パパ・ママれっすん

初期・中期離乳食教室

夜間、休日の急病は
夜間休日応急診療所
夜間や休日の急病のときは、

千秋久保田町にある県成人病医
療センター１階の市立夜間休日
応急診療所へどうぞ。
■診療時間
夜間(年中無休)／午後８時～11時
日・祝日／午前10時～午後４時

当診療所1(832)3333問い合わせ

移動おもちゃライブラリー

移動パンダ広場

とんとんくらぶで遊ぼう

または保健予防課1(883)1172

児

と
っ
て
も
楽
し
い
パ
ン
ダ
広
場

新築の｢ピカピカ建物で仲良く遊んでま～す」と上新城幼児園のお友だち
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太平山リゾート公園
冬まつり2001

平成13年度学生募集

一般入学者選抜試験(前期・後期)
秋田公立美術工芸短期大学

秋田公立美術工芸短期大学1(888)8100

●募集人数(一般入試)
s工 芸 美 術 学 科 前期24人　後期６人
s産業デザイン学科　前期36人　後期９人

募集要項をさしあげています。詳しくはお問い合わせください。

●出願期間
s前期　２月１日(木)～13日(火)
s後期　３月１日(木)～ ９日(金)

●試 験 日
s前期　２月22日(木)～23日(金)
s後期　３月15日(木)

問い合わせ

●出願資格
s高校を卒業したかた、および今年３月に卒業見込み
のかた

s通常の課程による12年の学校教育を修了したかた、
および今年３月に修了見込みのかた

s高校卒業者と同等以上の学力があると認められたかた

●試験科目
s前期 学科試験　国語!・@(古文・漢文を除く)、

数学!、英語!・@から２科目選択
実技試験 静物デッサン、色彩表現

s後期 学科試験　国語!・@(古文・漢文を除く)
実技試験　静物デッサン

女
ひ と

と男
ひ と

のパートナーシップ
●秋田県主催・あきたエンパワーメントサポートフォーラム

～秋田の少子高齢化を考える～

日時●２月10日(土)午後１時～３時30分
会場●県民会館 定員1,800人　入場無料

講 演
板東久美子さん
文部科学省初等中等教育局財務課長
前秋田県副知事

●パネルディスカッション

「21世紀はみんなが主役
～あきたの男女共同参画をすすめるには」

テ
ー
マ

申し込み 県男女共同参画室1(860)1555

真冬のリサイクルプラザ見学会
２月１日(木)・８日(木)・15日(木)・22日(木)・27日(火)

午前10時～午後零時30分

至河辺
至茨島

御所野
ニュータウン
入口

御所野事業所
リサイクルプラザ

国道13号

御所野の秋田市リサイクルプラザを見学しません
か。空きびんを熱で変形させてアートを楽しむボト
ルクラフト体験もできます。参加申し込みはリサイ
クルプラザまで。各日先着20人。1(829)1188

ボトルクラフト バス：秋田中央交通バス
岩見三内線 変電所前下車 徒歩２分

ドカン
と100

発！冬
花火

太平山リゾート公園
冬まつり2001

２月10日(土)～12日(月)の３日間
会場：太平山スキー場オーパス

オーパ
ス冬の

陣
めっち

ゃ楽し
い！
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〒010-0824秋田市仁別字マンタラメ213
太平山観光開発「リゾート公園まつり」事務局
1(827)2306 URLhttp://www.theboon.net/

●ザ・ブーン入場無料！
夜９時まで営業

●ちびっこかまくら造り参加無料
●雪像コンテスト制作 参加料１人500円
●屋台＆かまくら 12日まで
●雪上仮装大会
午後５時～。参加料１人500円

●ドカンと100発！冬花火
午後６時30分～

●ナイトライブパーティー
午後７時～。ロックバンド麗奈、ジャン
ケン大会。参加無料。レストラン(有料)

●雪像コンテスト展示 12日まで
●スノーボードエアースタイルコンテスト
午前10時～。参加料１人4,000円
●もちつき大会 午前11時～。12日も

●スノーフラッグ大会 午後１時30分～

●スキージャイアントスラローム大会
午前９時～。参加料大人2,000円、高校
生以下無料

●ペア対抗！パン食い＆みかん拾いレース

10日(土)

11日(日)

12日(月)

問い合わせ・申し込み

美術工芸短大



赤れんが郷土館の展覧会赤れんが郷土館の展覧会

BBookook
図書館の新刊案内
中央図書館明徳館1(832)9220
土 崎 図 書 館1(845)0572
新 屋 図 書 館1(828)4215
※市立図書館の蔵書が、インターネ
ットでご覧になれます。利用可能
時間は午前９時～午後11時です。
http://www.city.akita.akita.jp/

冬はやっぱり、こたつで読書！

チビねずくんのなが～いよる
ダイアナ・ヘンドリー/作
ジェーン・チャップマン/絵

１/26 (金)s１/30 (火)

●リニューアルした
勝平得之記念館

●ゆめ秋田21 中学生会議

●図書館の企画展

ABS 秋田市だより
月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　

５
分
間
番
組

１/3１(水)s２/６(火)

●美の国秋田冬まつり

●シリーズ人
「写真家・栗原達男」

●心肺蘇生法普及のために　

15
分
間

放送番組の詳しい日程は、
広報課へどうぞ1 (866) 2034

みんなが寝静まった真夜中にヒュ
ーヒュー、ガタガタ、ホーホーと外
の音が気になるチビねずくん。いつ
になったら眠れるのかな？(幼児向け)

●１/28(日) 7：30～ ＡＢＳ けやきの街から　　「冬期観光事業について」
●２/ ４ (日) 7：15～ ＡＫＴきらめく北の街から「秋田市の高齢者福祉」

透きとおった糸をのばして
草野たき/著　

勉学・友情・恋愛と、それぞれの
悩みを抱えている３人の少女。見え
ない糸に操られながらも答えを探し
出していく…冬の物語。(中学生から)

ドイツ流シンプル家事学
沖幸子/著

ドイツ人の生活はとても合理的。
著者が学んだ「簡素で魅力的で美し
い」暮らしの知恵が満載です。

テレビ
ガイド

美術工芸短大附属高等学院展
「明日のクリエーターたち」

勝平得之記念館改装記念
「勝平得之と雪国秋田の子どもたち」

関谷四郎記念室 後期展

２月１日(木)s25日(日)

４月８日(日)まで開催中

４月８日(日)まで開催中

勝平得之記念館

赤れんが郷土館は展覧会開催準備のため、１月29日(月)から31日(水)まで臨時
休館します。 赤れんが郷土館1(864)6851

午前９時30分～午後４時30分開館時間 観覧料 大人200円、中学生以下無料

●

●

●

大森山動物園

冬の観察会
２月11日(日)
午前11時～午後２時

閉園中の冬の動物園をの
ぞいてみよう。サル山への
えさやり体験、食事の観察、
飼育係のワンポイントガイ
ドなど、寒い冬の動物たち
も楽しいよ！！
参加無料。定員300組(応

募多数の場合は抽選)。

●申し込み 往復はがきに、参加人数、
代表者(１人)の氏名、住所、電話番号を
書いて、２月２日(金)(必着)まで、〒
010―1654秋田市浜田字潟端154 大
森山動物園へ。電話での申し込みはご
遠慮願います。1(828)5508

申し込みは２日まで往復はがきで

藩祖佐竹義宣生誕430年記念資料展

戦国時代に常陸50万石余を領有した佐竹氏は、全
国の中でも大大名として知られています。天下分け目
の戦いとなった関ヶ原の合戦で中立的な立場をとった
佐竹氏は、合戦後、石高を減じられて出羽国秋田に転
封されることとなりました。秋田の近世は佐竹義宣を
初代藩主として迎えたこの時から始まります。

２月７日(水)s４月15日(日) 午前９時～午後４時30分
佐竹史料館(千秋公園内)
入館料 大人100円、高校生50円、中学生以下無料

佐竹史料館1(832)7892

寒くても一生懸命暮らしてるよ

初代藩主・佐竹義宣
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まで秋田テルサ1(826)1800
◆花の仕事(日本フラワーデザイナ
ー協会認可３級資格取得講座)＝２
月16日(金)から３月23日(金)までに
26回。選考と抽選で15人
▼就業に役立つパソコン修得講座＝
２月20日(火)から３月22日(木)まで
に21回。選考と抽選で15人

要約筆記奉仕員養成講習会
初心者を対象に、聴覚障害者のた

めの要約筆記に必要な知識や技術を
修得します。先着30人。
とき／２月３日(土)から24日(土)ま
での毎週土・日曜日に７回、土曜日
は午後１時30分～４時30分、日曜
日は午前10時～午後３時　とこ
ろ／県社会福祉会館　テキスト代／
1,000円
●申し込み ２月１日(木)まで県身
体障害者福祉協会1(864)2780

建設業経理事務士
３級の受験対策講習です。
とき／２月20日(火)と21日(水)の２
日間、午前９時～午後４時　とこ
ろ／飯島の秋田技術専門校　定員／
10人　テキスト代／2,500円程度
●申し込み ２月７日(水)まで県立
秋田技術専門校1(845)1828

(催し物)

雪ぞりと木の実で遊ぼう
小学生と保護者が対象です。小学

生だけの参加も可。雪ぞり遊びや木
の実の木工体験をして楽しみます。
参加無料。昼食持参。先着30人。
とき／２月24日(土)午前10時～午
後３時(午前だけの参加も可) とこ
ろ／中央公民館、八橋運動公園
●申し込み ２月２日(金)から生涯
学習室内の子ども地域活動促進事業
実行委員会1(866)2245

スキーを楽しむ会
北部公民館管内にお住まいのかた

が対象です。
とき／２月23日(金)午前６時～午後
６時　ところ／田沢湖高原アッスル
スキー場　定員／40人　参加料／
4,000円(交通費、リフト代含む)
●申し込み ２月１日(木)午前８時
30分から北部公民館1(873)4839

(案内)

秋田市工芸展
秋田八丈や陶芸など市内の工芸品

を展示、販売します。漆芸や銀線細
工の実演も行います。アンケート協
力者には抽選でプレゼントも。無料。
とき／２月９日(金)から12日(月)ま
での４日間、午前10時～午後６時
(12日は午後５時まで) ところ／
アトリオン地下１階イベント広場
●問い合わせ 工業労政課

1(866)2114

千秋美術館ボランティア募集
主に岡田謙三作品のギャラリー・

トークをしてくださるボランティア
を募集します。大学生と一般のかた
が対象です。今後開催する、週１回
の養成講座(２月中旬から４月下旬
までの毎週木曜日を予定)を受講可
能なかたに限ります。定員は選考で
20人。
●申し込み ２月９日(金)まで千秋
美術館1(836)7861

会場はいずれも市保健センター。
事前に申し込みが必要です。申し込
みは、保健予防課1(883)1174
◆成人歯科相談＝歯の健康は毎日の
ケアが大切。歯周病、むし歯など歯
の相談に歯科衛生士が応じます。２

月16日(金)午前９時30分～正午
◆食生活相談＝高血圧、糖尿病など
の病気のかたの食事について栄養士
がアドバイスします。２月16日(金)
午前10時～午後３時

目の不自由なかたの生活相談
視力低下による生活全般の悩みご

との相談に応じます。直接会場へど
うぞ。当日は電話相談1(864)2792
も行います。
とき／２月３日(土)と４日(日)午前
10時～午後２時　ところ／県社会
福祉会館内の身障福祉センター
●問い合わせ 市視覚障害者協会の
照井忠さん1(868)3962

経営なんでも相談会
企業経営に関する法律、税務、登

記、労務、経営、金融の個別相談会
です。無料。この機会にどうぞ。
とき／２月６日(火)午後１時30分～
４時30分　ところ／県商工会館７
階の秋田商工会議所ホール80
●申し込み ２月２日(金)まで秋田
商工会議所中小企業課1(866)6677

は
な
金
情
報

ワールドゲームズ2001
秋田大会まで

202日
(１月26日現在)

あと

案 内

●交通事故

●法　　律　

●登　　記

●年金・社会保険等

●人権・困りごと

２月７日(水)午前９時～午後３時

２月８日(木)午前９時～正午(会場は土崎支所)

２月15日(木)午前９時～正午

２月13日(火)午後２時～４時

２月９日(金)午後１時～４時

２月８日(木)午後１時～４時

市民相談室の無料相談
会場は市役所１階の市民相談室。法

律相談は１月30日(火)から受け付け

し、先着８名。その他は、当日受け付

けし、相談の順番は抽選で決めます。
●問い合わせ
市民相談室1(866)2039
土崎支所1(845)2261
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なんでも相談会
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温泉プールを使った健康講座で
す。毎週月・火・水・金の午前10
時45分～午後３時に行います。
料金／１日コース＝1,000円(そ
の日の講座を全部受講可能)
フリーコース＝7,000円(２月
と３月の講座を全部受講可能)
※別途入場料がかかります

プログラム／ストレッチ、アクア
ビクス、ウォーキング、水中ペッ
トボトルトレーニング、やさしい
エアロビクス、水泳各種目、初め
ての水泳、きれいに泳ぐこつ、チ
ャレンジ個人メドレーなど(実施
曜日はお問い合わせください)

●申し込み クアドームザ・ブーン
1(827)2301

クアドーム ザ・ブーン

２・３月の健康講
けんこうこう

座
ざ
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初心者俳句講座
初心者が対象。楽しみながら俳句

を学びます。参加無料。先着10人。
とき／２月７日(水)から３月21日
(水)までの毎週水曜日に７回、午後
１時～３時　ところ／東部公民館　
●申し込み １月31日(水)から東部
公民館1(834)2206

勤労青少年ホームの講座
30歳以下のかたが対象。会場は

勤労青少年ホーム。各先着20人。
申し込みは１月30日(火)午前９時か
ら市勤労青少年ホーム1(824)5378
◆青少年のための人間関係講座＝心
理学を通して自分を知り、より良い
人間関係について考えます。学生も
可。２月９日(金)、16日(金)、23日(金)
の３回(１回のみでも可)、午後６時
30分～８時。資料代250円
◆きらめき☆トータルコーディネイ
ト＝服装、メイク、ヘアなどのファ
ッション感覚を磨きます。男性も可。
２月1９日(月)、26日(月)、３月５日
(月)の３回、午後６時30分～８時。
受講無料

イタヤ細工教室
市無形文化財のオエダラ箕を作る

技術を使った、イタヤ細工の馬やコ
ースターなどを製作します。
とき／２月14日(水)午後１時30分
～３時30分　ところ／東部公民館
定員／先着30人　材料費／500円
●申し込み １月31日(水)から東部
公民館1(834)2206

大住メンズ専科料理教室
魚介類の調理実習です。男性同士、
楽しく語らいながら料理しましょう。
とき／２月17日(土)午後４時～９時

ところ／大住地区コミュニティセン
ター　定員／先着で男性20人　材
料費／2,000円
●申し込み ２月１日(木)から南部
公民館1(832)2457

新屋図書館の市民文化講座
高校生以上が対象。「昔語りあれ

これ～古典文学『今昔物語集』を中
心に～」をテーマに、昔話のおもし
ろさを学びます。無料。先着30人。
とき／２月17日(土)、24日(土)、３
月３日(土)の３回、午後１時30分～
３時　ところ／新屋図書館
●申し込み １月29日(月)から新屋
図書館1(828)4215

ビデオ講習会
ビデオカメラをお持ちのかたが対

象。家庭用ビデオカメラの効果的な
撮影方法と編集方法を学びます。受
講無料。先着20人。
とき／２月20日(火)と21日(水)の２
日間、午前10時30分～午後３時
ところ／中央図書館明徳館　
●申し込み　生涯学習室

1(866)2245

ミニテニス教室
冬場の運動不足解消に、いつでも、

どこでもできるミニテニスを。
とき／２月６日(火)から３月13日
(火)までの毎週火曜日に６回、午前
10時～正午　ところ／茨島体育館
定員／先着20人　参加料／500円
●申し込み ２月２日(金)まで体育
課1(866)2247

熟年のための
フォークダンスのつどい
簡単なゲームやフォークダンスを

して、楽しみながら冬場の運動不足
を解消しましょう。参加無料。
とき／２月８日(木)午後１時30分～
４時　ところ／土崎公民館
●申し込み ２月５日(月)まで土崎

公民館1(846)1133

テルサでスポーツ
健康測定を行い無理なく楽しみな

がら体力作りをします。
とき／２月７日(水)から３月７日(水)
までの毎週水曜日に５回、10時～
正午　ところ／秋田テルサ　定員／
先着10人　参加料／2,900円
●申し込み 秋田テルサ

1(826)1800

女性学習センターの講座
学生は除きます。定員は各先着

15人。申し込みは２月１日(木)午前
９時から女性学習センター

1(832)2191
◆実用書道講座＝のし袋の表書きな
ど暮らしに役立つ実用文字を学びま
す。男性も可。２月20日(火)から３
月13日(火)までの毎週火曜日に４
回、午後６時～７時30分。受講料
2,000円
◆かぎ針編み講習＝かぎ針で初心者
でもできる春先用ベストを編みま
す。女性のみ。２月21日(水)から３
月21日(水)までの毎週水曜日に５
回、午前10時～正午。受講料5,000円

パソコンセミナー
初心者が対象。学生は除きます。

パソコン使っていきいきライフを。
とき／２月18日(日)午前10時～午
後３時　ところ／秋田情報ビジネス
専門学校　定員／先着50人　資料
代／500円
●申し込み ２月２日(金)まで、お
茶の水女子大同窓会「桜蔭会」の橋
本さん1(833)6150

テルサの就業技能講習
中高年の失業者と学卒未就業者

で、現在求職中のかたが対象です。
全日程を受講できるかたに限りま
す。会場は秋田テルサ。受講無料。
申し込みは２月６日(火)から８日(木)
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●｢広報あきた｣は再生紙を使用しています。

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ q018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/

広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。気ままなひとこと
をそえて、どしどしご応
募ください。

●12月のクイズの当選者は
13面に掲載しています。

21世紀の幕開け、平成13年度から22年度までの
まちづくりの展望を描く「秋田市○○○プラン」
酒蔵や雪の動物園、竿燈見物など冬の秋田を巡
る市内観光バスの名称は？

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番
号を書いて、２月９日
(金)(必着)まで、〒010－
8560秋田市役所広報課へ。

q(866)2034

１

２
応募方法

※答えは１月５日、26日号の｢広報あきた｣の記事中に！

102

新
世
人
お
め
で
と
う
！

新
世
人
お
め
で
と
う
！

し

ん

せ

い
　
　
じ

ん

秋田市の成人式は
花まるっ


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20

